





Study on Boundary Value problem using Green function. (2) 
Yoshiyuki FURUYA 
Study (2) 
Boundary value problems of finite and semi.intinite regions are treated. Auther tried to solve 
hem using adjoint Green functions and Green's theorem. 
t 
はしがき
第 1 報に続 き 放物線型微分方程式
õU n õ2u af=". õx" -IU 
の無限問題 と 半無限問題を取 り 扱う。 こ こ ではデノレタ
ー 関数を使用 し て与え られた方程式の随伴Green 関数




を ー∞<x<∞で初期条件 u(x， 0) = f(x) ………白)
で解く問題を考える。
山J=や一号-Iu . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . (3) 
と おくと 随伴微分表式は
M[v]=K4+竺ーIv . ...... ... ................... ，(4) 。すも õt 
随伴Gr配n関数 G(x， t ; � r) を求め る 。
自 2G õG ，，"五京一+王子一IG=-ò(x-nò(tーの・・・… ・-・ (5)
(5)の 右辺をフーリェ積分の 形に書く と (1)
2G õG ._ 1 ( ∞ 「∞2てヲー + ーIG=一一一土ーI d出 I dω 勾 t ，�- (2 n')" J ー∞ J ∞
e-iω(トτ)eia(x-i")… …...・H・H・H・..………...・. ..(6)
G(x，t ;�，r)一一:\ 2 r




õG 1 r∞ (∞ 一一一一 恥\ dωS(日，ω)(-i吋õt - (2 n: ) 2 )-∞ } -∞ 
e-iω('-T)eia(X-':;) 
ジ'G 1 r∞ [∞ =十一�\ d出\ d印S(白川(iæ)2(2泥)2 ) _∞ ] ー∞
e-iω(，-τ)eiα(x-O 
こ れを(6)に代入 し て両辺 を比較す る と
S(æ， ω 〕=1 --lγ ーω- i(k2æ2+J) 
・. G(x，t;わ)=(<)�\2-'- \
∞
eia (x-Odæ (2n:)2j J-∞ j回 目(t-T) 
ー叩云二百干JC2æ2了dω ・...……・・……・…・…・・(8)
I= \ ←一一1一一一:-p.-iω('-T)<1) -∞ ωー j O+，，2æ2) " -， 'U 




を tー γ> 0 の と き は
下半円 t ナ <0 の と き
は 上半円に沿 っ て 積 分
し半径を無限大 に す る
と
I=O (t > ァ) ω - f TlI 
= 2 矧e一(1十.2α2)(τーの (t < ァ〕





=0 (t >r) 
"'(9) 
(3)に v を(4)にu を乗じて辺々相減じる と
UL[u] ー州〔←κ2L(vZ-u一言) まωv)
両辺を x-t 平面 の領域Dで面積分すると
� � D{ vL[凶 ー制[ v J}制t
=，，2 � J v 型 u坦 \ dt ト � ßv dx ・・ ・・ 側Jじ\ ax axノ J C; 
Cは Dの境界であ る 。
ベBて}
Dを図 2ー の よ うな 無限状領域 に と り D内 に点( さ ，
T ) を と る 。 L[ u ] = 0 と し(10) の v にG(x， t;� ，け を代





































































































---r l 4.�2(T-t) J 
f 一(x+�)2_ 4，，21(Tーt)2 1.1一切l-�'" ， 4�2Gヨァ-"L 'J J (tくの
= 0 (t>T) 
・・ ・ (1司
Green の 公式附よ り
\ \ D{{vL[uトuM吋}制t
=ペC1v:7-u:7〉dt+1cU巾 倒
L[u] =0 とし て (13) のvに(1司の G(x， t ;さのを代入 する
123 
と




;)x /X� O 21<〆瓦戸t) ，，2(γーt)
r ，き2 、
eXPl - 41<2éT-t) -l(γーt)J 
であ る か ら
[ T � r �2 




1 = 0 の場合の 無限及半無限及半無限問題と比較する
(1) と exp の中に 1を含む附加項 が加 わ る こ と が わか
る 。
無限問題， 半無限問題は第 1 報の ような有限問題と
異なり取扱いがむづかしい。 又κをxの関数として
取扱う こ とも 困難であ る 。 又 Green 関数は一般に求
ま り にくし 、。 こ の一般的な方法論は今後の 問題にした
L、。
最 后に本 研究を行うに あたり 御支援を 賜わった本学




(昭荊139 10. 30 費f寸)
